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１．事業名 

 豊かな里海づくり体験プログラム 

 

２．事業目的 

徳島小松島港赤石地区周辺は、海辺に面して公共の交流空間が整備され、市民の釣りやウォー

キングコースとしての憩いの場や、野球場、400mトラックのあるグラウンドによる健康づくり

ができる多機能な空間構成となっている。一方、港海辺周辺はゴミが放置されていたり、漂着

ゴミや河川ごみが海洋へ流出し近年問題となっている。社会問となっている海洋マイクロプラ

スチックごみが当エリアでも深刻化している。このような状況により、地域の海洋環境問題の

解決に向け、地域レベルで実践できる保全活動として次世代を担う子供たちと実施することと

する。 

 

３．事業内容 

①取組内容 

プラスチックごみの有害性を学習し、実際に収集活動を行う。 

 1、活動日 令和 3年 11月 7日（日曜日） 

 2、活動場所 徳島小松島港赤石ふ頭周辺 

 3、参加者：45名 

 4、対象者：5歳以上の親子申し込み 

②取組プログラム内容 

１・海辺のクリーンアップ清掃 

・「海洋環境美化クリーンアップ活動実施」プラスチックごみの収集 

・「収集ごみ重量測定」ごみの重量測定競技 

 （収集したごみの量を競いあい、一番重たかった親子に 1位の記念品を提供） 

 

2.漁船クルージング体験 

親子を対象に、漁船クルージング体験乗船をおこない、洋上の漂着ゴミを身近に感じてもらい問

題意識の高上げを行う。海洋環境海をより身近に感じてもらい、自然に触れる機会を創出する。 

船と港には常に監視員を置いて安全に配慮した。 

 

３・活動エリア図（朱字枠） 
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写真① 親子清掃の様子            写真②  親子清掃の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真③ プラスチックごみ収集の様子         写真④   海岸清掃の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真⑤流木ごみの収集の様子       写真⑥ プラスチックごみ収集の様子 
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写真⑦ 清掃活動終盤の様子       写真⑧ 消波ブロック間に体積するごみ収集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真⑨ 収集活動をした後のごみ          写真⑩ ごみ計量の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真⑪ 収集したごみの一部         写真⑫  ごみ収集表彰の様子 
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写真⑫ 漁船クルージングの様子         写真⑬漁船クルージングの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真⑭ 漁船クルージングの様子        写真⑮ 漁船クルージングの様子 

 

５・事業成果 

 

コロナ禍という社会環境の中で、県内のイベントや行事は中止が相次ぎ、子供達の行き場が

なくなりつつあった。本事業では他団体と同様開催の実施について判断が極め難しい状況下で

あったが、徳島県は幸いコロナ感染拡大中でもアラートや制限が宣言されておらず、実施する

ことが可能となった。実施にあたり感染対策として、受付時に検温検査、マスクの着用の義務

付け、消毒液の設置等を行った。 

学童クラブや保育所・保育園にチラシを配布した他、各所に広報したことから、当日の参加

者は、コロナ禍の中、満員御礼の申込をいただき、45 名ほどの親子参加があった。 

主なプログラム内容は、海洋環境のための浜辺の清掃活動とクルージング乗船を実施し、清掃

活動では、単に清掃を行うための参加者募集では人が集まらないことが懸念されていたため、

創意工夫を凝らし、親子で収集したごみの量を競う競技形式の清掃活動とした。 

クルージングは 1 回 30 分程度、乗船定員が 7～8 名なので、6 回ほど行い、参加者全員が乗船

した。 

収集したごみの量を競うことで、多くのゴミが収集でき参加者の保護者からは、「ゴミ拾い

の時間があっという間に過ぎて多く拾いたい！拾うことが楽しい！」という意見が多く寄せら

れた。測定の結果、一番多く収集してくれて親子のゴミの量は約 50 ㎏にも達しており、全体

で 2 トンのごみを収集した。収集ゴミの種類は流木をはじめ生活ごみや家電もあり、一番多か
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ったのは、プラスチックごみでビニール袋やお菓子の袋、ペットボトルなどが収集された。ま

た、海をより身近に感じてもらえるよう参加者の皆さんに漁船に乗船してもらい、港内を周遊

するクルージングを実施した。本事業を通して参加者の方々に、海洋ゴミの削減の重要性や、

海を守ることの大切さを啓発できたと考えている。 

多くの参加者から、次年度もまた参加したい意向をうけており、可能な限り実施を計画してい

きたい。 
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